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1. 組織の概要および対象範囲 

 

（１） 事業所名及び代表者名 

株式会社戸畑ターレット工作所 

代表取締役社長 松本 大毅 

 

（２） 所在地 

名称 所在地 延床面積 所属人員 

本社工場 福岡県北九州市小倉南区新曽根 11-31 3930 ㎡ 78 人 

第二工場 福岡県北九州市小倉南区沼南町 3-18-15 3360 ㎡ 95 人 

第三工場 福岡県北九州市小倉南区新曽根 11-21 2330 ㎡ 6 人 

 

（３） 環境管理責任者、事務担当者、環境管理担当者の氏名及び連絡先 

環境管理責任者：代表取締役社長 松本 大毅  TEL：093-471-7403 

環境管理担当者 技術営業課 課長 佐藤 太 TEL：093-475-8865 

事務担当者：管理部 人事・総務課 課長 宮崎 直敏  TEL：093-471-7403 

 

（４） 会社設立年月日 1962 年 12 月 27 日 

 

（５） 資本金 2,200 万円 

 

（６） 事業内容 

住宅設備部品・電力機器部品・自動車部品の製造 

 

（７） 事業規模 

令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日 

売上高 全社 23 億円 

従業員数 全社 179 名 

 

（８） 事業年度 

４月１日～翌年３月３１日 

 

（９） 認証・登録の対象範囲 

活動   ： 全事業活動 

対象組織 ： 全組織 
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2. 環境経営方針 

 

基本理念 

株式会社戸畑ターレット工作所は、地球環境改善を重要な課題と位置づけ、金属加工

の事業活動を通じて環境への負荷低減に積極的に取り組みます。そのため環境経営シ

ステムを構築、運用することにより継続的かつ着実に環境保全活動を行い、次世代に

承継できる環境の実現を目指します。 

 

行動指針 

環境経営システムを構築・運用し、環境関連法規等を遵守するとともに、環境負荷の

低減に取り組みます。以下の行動指針に基づき、環境経営目標及び環境経営活動計画

を定め、定期的な見直しを行い、継続性のある活動を展開します。 

 

(1) 二酸化炭素排出削減 

使用エネルギー（電気、LP ガス、ガソリン）の削減に努めます。 

(2) 廃棄物の削減 

書類の電子化を推進し、紙使用量の削減に努めます。 

(3) 水使用量の削減 

節水に努め、水使用量を削減します。 

(4) リサイクル品などの環境に良い商品の購入・採用に努めます。 

(5) 事業活動に関連する安全衛生及び環境関連法規等を遵守します。 

(6) ISO9001 の活動により、品質の向上を図り、不良品・クレームの削減に努めます。 

(7) ５Ｓ活動を推進し、品質と生産性を向上させることによって、環境負荷低減を目指

します。 

(8) 安全衛生活動を通じ、安全で働きやすい環境の構築に努めます。 

(9) 自動車の電動（EV）化が進むため、電動車部品に新規参入できるように技術開発等

に取り組みます。 

(10) 地域社会との環境コミュニケーションを良くし、地域の環境保全に努めます。 

(11) この環境経営方針は、従業員全員に周知するとともに、研修や教育・訓練を行い全

社員の環境保全に向けた意識の向上に努めます。 

(12) 基本理念を実現するため、環境経営の継続的改善を誓約します。 

(13) この環境経営方針は広く一般に公表します。 

 

制定年月日 令和 3 年 8 月 16 日（初版） 

株式会社戸畑ターレット工作所 

代表取締役社長 松本 大毅 
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3. 環境経営目標 

 

＊「購入電力」の二酸化炭素排出係数 （調整後排出係数、単位 kg-CO2/kWh） 

2022 年度 0.405 (全社平均）  

内訳  本社・第三工場（工業団地組合）およびマグネシウム工場：九州電力 0.479  

      第二工場：北九州パワー  0.385 

 

2020年度
2020年

10～12月

2021年

10～12月

(試行期間)

2021年度 2022年度 2023年度

663,800 2,351,400 2,327,900 2,304,600

(1%) (1%) (2%) (3%)

673,700 2,472,400 2,447,700 2,423,200

(1%) (1%) (2%) (3%)

800 2,890 2,860 2,830

(1%) (1%) (2%) (3%)

109,400 373,700 370,000 366,300

(1%) (1%) (2%) (3%)

50 49 49 48

(1%) (1%) (2%) (3%)

2,200 8,300 8,200 8,100

(1%) (1%) (2%) (3%)

廃棄物排出量 2.91 11.65 11.54 11.42

(1%) (1%) (2%) (3%)

0.46 1.78 1.76 1.75

(1%) (1%) (2%) (3%)

1,300 3,930 3,890 3,850

(1%) (1%) (2%) (3%)

軽油 L 50 50

灯油 L 8,428 2,192

水使用量 ㎥ 1,318

安全衛生活動の継続 ―

3,973

項目 単位

基準年度 目標

2,375,192
二酸化炭素排出量

Kg-CO2 670,506

―

継続継続

継続― 継続

―

継続 継続

継続 継続―

2.94

一般廃棄物 t 0.46

11.77

1.8

電力 kWh 680,5102,497,378

改善活動の継続 ―

ガソリン L 842

LPG kg 110,553

2,922

377,488

産業廃棄物 t
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4. 環境経営計画 

 

第二工場

エアコンの設定温度を夏季28℃、

冬季20℃に設定
管理部

空調フィルターの定期清掃

(夏前、冬前2回/年)
全部門

照明の間引きおよびセンサーライトの

活用
保全部門

高効率照明(LEDなど)の採用 保全部門

コンプレッサーのエア漏れチェック 保全部門

デマンドコントロールの運用 管理部

節電の啓蒙活動 管理部

設備更新時に省エネ設備に切り替え 製造部門

効率的な納品ルートの選定 生産管理

低冷房運転の励行 管理部

自動車購入時は省エネ車に切り替え 管理部

アルミ溶解炉のバーナーの定期清掃

の実施
ﾀﾞｲｶｽﾄ課

アルミ溶解炉の低温保持タイマーの

活用
ﾀﾞｲｶｽﾄ課

アルミ溶解炉を長期間停止する際は

湯抜きを実施
ﾀﾞｲｶｽﾄ課

簡易梱包・通い箱へ変更 営業部門

ペーパーレス化の推進 管理部

水もれ点検の実施 保全部門

節水の啓蒙活動 管理部

安全衛生委員会の実施 安全衛生委員会

安全パトロールの実施 製造部門

SU活動の推進 全部門改善活動の推進 実行

廃棄物の削減 実行

水使用量の削減 実行

安全衛生活動の

継続
実行

二

酸

化

炭

素

の

削

減

電気の購入先を排出係数の低い電力会社へ変更 実行

電力使用

量の削減
実行

ガソリン

使用量の

削減

実行

LPG使用

量の削減
実行

環境活動項目 担当部門

活動計画

2022年        

4～6月

                    

7～9月

                   

10～12月

2023年          

         1～3月
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5. 環境経営計画の実施体制 

(1) 代表取締役社長 

①  環境経営全般に関する責任と権限 

②  環境経営に必要な資源の準備 

③  環境経営システム全体の評価と見直し 

④  環境管理責任者の任命 

(2) 環境管理責任者 

①  環境経営システム全般の運用・管理 

②  環境目標及び環境活動計画の作成 

③  環境活動レポートの作成 

(3) EA21 事務局 

①  環境負荷データ等の集計 

②  環境目標・環境活動計画の進行管理 

③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施 

④  環境管理責任者へ取組状況の報告 

⑤  法規制の遵守状況のチェック 

⑥  文書・記録の管理 

(4) 各部門長 

①  部門の環境活動計画の実施 

②  部門データの集計 

③  部門の問題点把握と是正対策の実施 

④  部門取組状況の事務局への報告 

⑤  部門の従業員教育 

(5) その他の従業員 

①  自分の役割を守りエコアクション 21 活動を推進する  

（本社工場） （第二・第三工場）

代表取締役社長

EA21事務局

環境管理責任者

住設・電力部品事業部 自動車部品事業部

管理部

DX推進課

技術･設計課

品質保証課

業務部

製造部

技術営業課

生産管理課

品質保証部

製造部

生産技術部
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6. 取組み結果とその評価及び次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

（取組期間：令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当部門 評価 コメント 次年度の取組内容

第二工場 ○ 来期契約を切替 毎年コンペ実施

エアコンの設定温度を夏季28℃、

冬季20℃に設定
管理部 ○ 表示を実施 継続実施

空調フィルターの定+期清掃

(夏前、冬前2回/年)
全部門 ○ 年末実施 継続実施

照明の間引きおよびセンサーライトの

活用
保全部門 ○ 継続実施 継続実施

高効率照明(LEDなど)の採用 保全部門 ○ 継続実施 継続実施

コンプレッサーのエア漏れチェック 保全部門 ○ 継続実施 継続実施

デマンドコントロールの運用 管理部 ○ 本社工場で運用 第二工場導入

節電の啓蒙活動 管理部 ○ 継続実施 継続実施

設備更新時に省エネ設備に切り替え 製造部門 ○ 継続実施 継続実施

効率的な納品ルートの選定 生産管理 ○ 継続実施 継続実施

低冷房運転の励行 管理部 ○ 継続実施 継続実施

自動車購入時は省エネ車に切り替え 管理部 ○ 継続実施 継続実施

アルミ溶解炉のバーナーの定期清掃

の実施
ﾀﾞｲｶｽﾄ課 ○ 継続実施 継続実施

アルミ溶解炉の低温保持タイマーの

活用
ﾀﾞｲｶｽﾄ課 ○ 継続実施 継続実施

アルミ溶解炉を長期間停止する際は

湯抜きを実施
ﾀﾞｲｶｽﾄ課 ○ 継続実施 継続実施

簡易梱包・通い箱へ変更 営業部門 △ 今後検討 検討開始

ペーパーレス化の推進 管理部 ○ 継続実施 継続実施

水もれ点検の実施 保全部門 ○ 継続実施 継続実施

節水の啓蒙活動 管理部 ○ 継続実施 継続実施

安全衛生委員会の実施 安全衛生委員会 ○ 継続実施 継続実施

安全パトロールの実施 製造部門 ○ 継続実施 継続実施

SU活動の推進 全部門 ○ 継続実施 継続実施

      次年度はLPGが削減される見込みである。効果の確認を実施していく。

備考
3）次年度の取組について、基本的には前年度の取組を継続する。23年2月に溶解保持炉1台を更新したため、

環境活動項目

ガソリン

使用量の

削減

二

酸

化

炭

素

の

削

減

LPG使用

量の削減

電力使用

量の削減

電気の購入先を排出係数の低い電力会社へ変更

廃棄物の削減

水使用量の削減

安全衛生活動の

継続

改善活動の推進

1）取組期間の評価は2022年4月～2023年3月までの12ヶ月間の実績評価である

2）評価判定は〇・△・×の3段階で行った
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7. 環境経営目標の実績とその評価 

＊「購入電力」の二酸化炭素排出係数 （調整後排出係数、単位 kg-CO2/kWh） 

2020 年度 0.486 (全社平均）  

内訳  本社・第三工場（工業団地組合）およびマグネシウム工場：九州電力 0.479  

    第二工場：ミツウロコヴェッセル 0.491 

2022 年度 0.405 (全社平均）  

内訳  本社・第三工場（工業団地組合）およびマグネシウム工場：九州電力 0.435  

    第二工場：北九州パワー  0.385 

〈原因分析〉 

・電力使用量の増加については、コロナ禍からの回復に伴う生産量の増加により、電力使用量が増

加した。ただし、第二工場の電力購入先をミツウロコヴェッセル（排出係数 0.491）から北九州パ

ワー（排出係数 0.385）に変更したことで、二酸化炭素排出量は大幅に削減することができた。 

・軽油の増加は、全体量が少ないため給油のタイミングの影響によるものである。灯油の増加は、第

三工場の暖房をエアコンからストーブに切り替えたことが影響している。エアコンが古く、人数も少

ないため、広い範囲を温めるエアコンよりも局所的に温めた方が効率が良いため変更している。 

〈是正〉 

・電力使用量削減の取組を継続的に実施する 

目標値 実績

2020年度
2020年

10～12月
2022年度 2022年度

2,327,900 2,126,947

2% 10%

2,447,700 2,592,508

2% -4%

2,860 2,907

2% 1%

370,000 348,953

2% 8%

49 71

2% -42%

8,259 9,315

2% -11%

廃棄物排出量 25.25 24.31

2% 6%

1.76 1.80

2% 0%

3,890 3,506

2% 12%

継続

○

△

○

○

○

△

○

○

○

92%

94%

100%

88%

継続

142%

評価比率

90%

104%

99%

改善活動の継続 ― ― ― 継続継続

安全衛生活動の継続 ― ― ― 継続継続

一般廃棄物 t 1.8 0.46

水使用量 ㎥ 3,973 1,318

LPG kg 377,488 110,553

産業廃棄物 t 25.77 2.94

軽油 L 50 50

電力 kWh 2,497,378 680,510

ガソリン L 2,922 842

項目 単位

基準年度

二酸化炭素排出量
Kg-CO2 2,375,192 670,506

×

灯油 L 8,428 2,192 111% ×
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8. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無 

（１）環境関連法規等の遵守状況 

① 適用される法規制等の最新版は EA21 の HP で確認 

② 当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反なし 

評価日 2022 年 1 月 17 日 

評価者 環境管理責任者 

 

（２）違反、訴訟等の有無 

  当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は期間中ありませんでした 

 

 

 

 

 

 

法律・条例 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応
遵守

評価

特定施設の届出

コンプレッサー    3台

届出内容の変更有無 変更無し 〇

特定施設の届出 特定施設の届出 〇

届出内容の変更有無 変更無し 〇

(公害防止組織法)

特定工場における公害防止

組織の整備

公害防止総括者の選任

公害防止管理者の選任

公害防止統括者、公害防止管理者の届出

公害防止管理者の資格取得の計画作成
△

事業系一般廃棄物の処理 市条例の収集・処理基準の遵守 〇

産業廃棄物の保管 保管基準の遵守、保管場所の表示 〇

産業廃棄物の委託処理 処理業者と契約契約書の締結 〇

マニフェスト管理 マニフェストの交付、保管 〇

マニフェスト管理 D,E票の期間内返却 〇

マニフェスト交付状況の知事

報告
6/30までに報告書提出 〇

福岡県産業廃棄物の適正な

処理に関する条例

委託先の実地確認と記録の

保存
現地確認記録の保管 〇

資源有効利用促進法
指定再資源化製品のリサイク

ルへの協力

メーカー回収への協力(パソコン、小型

二 次電池等の廃棄時)
〇

環境基本法 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 〇

地球温暖化対策推進法 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 〇

省エネ法 省エネの自主努力 省エネ型モーターへの切替え 〇

消防法 火災予防 消火設備の定期点検 〇

フロン回収業者への引き渡し
該当

なし

簡易点検 〇

〇

フロン排出抑制法
エアコン・冷凍(冷蔵)機器の 

廃棄時点検

廃棄物処理法

(振動規制法)

福岡県生活環境の保全等に

(騒音規制法)

福岡県生活環境の保全等に

関する条例

特定施設の届出
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9. 代表者による全体評価と見直し指示 

 

設定日：2023 年 4 月 28 日 

株式会社戸畑ターレット工作所 

代表取締役社長 松本 大毅 

 

 

 

プロジェクトメンバー 

環境管理責任者  松本 大毅 

環境管理担当者  佐藤 太 

事務担当者    宮崎 直敏 

本社工場担当者  金関 武志 

第二工場担当者  川浦 広道 

（１）見直しに必要な情報 

項目 確認（必要に応じて評価・コメント記載） 

環境目標及び目標達成の状況     電力使用量、廃棄物排出量以外は達成 

環境活動計画及び取組結果      

環境関連法規要求一覧及び遵守状況     遵守及び違反なし 

外部コミュニケーション対応記録     

予防・是正処置の記録     

その他  

 

（２）代表者による全体評価 

令和 4 年度の取組について、期間中の環境目標の達成状況および環境活動計画の実施状況に

ついて評価した。電力使用量の削減が目標未達となったが、電力購入先を変更したことによ

り二酸化炭素排出量は大幅に削減することができた。コロナ禍から経済が回復していく中

で、仕事量増加に伴い電力の使用量も増加していくことが想定されるため、節電の取組を継

続していくとともに、太陽光発電の導入なども検討して二酸化炭素排出量の削減には継続し

て取り組んでいく。 

一般廃棄物の削減ができていないため、ペーパーレス化などを進め削減を進めていく。エコ

アクション 21 の取組みは、企業にとって重要なものであるので今後も継続して活動してい

きたい 

 

 

（３）代表者による見直しの指示 

見直し事項 変更の必要性の有無・指示事項 

環境方針 変更の必要性  有・無 

環境目標 変更の必要性  有・無 

環境活動計画 変更の必要性  有・無 

その他 実施体制はそのまま 

 


